（別添3）
平成２７年度「盲ろう者向け通訳・介助員現任研修会」カリキュラム

【第１日目】１０月１６日（金）　１４：００～１７：００
全体会「通訳・介助員に望むこと」（講演）
内容：ろうベース、盲ベースそれぞれの盲ろう者からお話を伺い、自身の望んでいる通訳・介助員像をお話いただきます。日々の盲ろう者への通訳・介助を振り返りながら、通訳・介助のあり方を考えるきっかけにしましょう。

【第２日目】１０月１７日（土）　
分科会
午前　９：００～１２：３０
・Ａ分科会「あなたの悩みを皆で共有しましょう」（討議）
内容：日々の通訳・介助における悩みやストレスを受講者全員で共有します。解決することだけが目的ではなく、受講生個々の問題解決の糸口、自信に繋がることを目的としています。

・Ｂ分科会「高齢盲ろう者について」（講義・ロールプレイ）　定員３０名
内容：今後確実に増える高齢盲ろう者への支援方法を考えます。どのようなことに留意して接しなければならないのかを考えましょう。

・Ｃ分科会「音声通訳について」（講義・実践）
[bookmark: _GoBack]内容：通訳する上で留意すべき点、通訳上難しい場面などを皆で共有することを目的に、通訳・介助実習、その後の振り返りを通じて通訳・介助技術を学びます。

午後　１３：３０～１７：００
・Ｄ分科会「事例検討」（討議）
内容：これまでの通訳・介助において実際に遭遇して困ったこと、迷ったことを教えてください。それを受講者全員で共有し、ベストアンサーを導き出します。

・Ｅ分科会「通訳・介助の基本に返ろう」（講義・ロールプレイ）　定員３０名
内容：盲ろう疑似体験を通して、見えない（見えにくい）、聞こえない（聞こえにくい）ということを再認識するとともに、盲ろう者に対する支援技術を再確認しましょう。

・Ｆ分科会「指点字通訳について」（講義・実践）
内容：「指点字は覚えられない」と敬遠していませんか。指点字で直接話したい盲ろう者がいませんか。指点字の基礎を学びましょう。ルールやコツも併せて学びます。

【第３日目】１０月１８日（日）　９：００～１２：００
全体会「あなたは盲ろう者にきちんと伝えられますか、様々な制度について」（講演）
内容：盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業はもとより、現在の福祉施策の中で盲ろう者が利用できる制度について取り上げます。盲ろう者を取り巻く現在の状況を踏まえつつ、福祉制度について学び、盲ろう者に聞かれたときなどに、的確に回答できる通訳・介助員を目指しましょう。


※講師は現在選定中です。講師選定にあたってここに記したテーマ、内容、日程が変更に
なる場合もございますので、予めご了承ください。
